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2030年頃の社会 

1 

 社会的課題の解決や新たな価値創造を通じ、様々な産業や社会システム※の 

デジタルトランスフォーメーション（DX）が加速 

 事業者・産業の垣根を越えてつながり、データがやり取りされる時代が到来 

NW仮想化研究の 

萌芽から実用化 

5GやIoT実現に伴う 

NW技術の革新 

ポストムーア時代の 

Beyond 5GNW技術の開拓と
新たな社会インフラの実現 

2010 2020 2030 

インターネット技術の 

確立と成熟、商用化 

2000 

電話やインターネットが 

それら単独で社会インフラを構成 

 情報通信ネットワークが 

 自動運転、医療、防災等の社会システムを支える 

 重要な社会インフラに発展 

時間 

重要性 

WWW E-mail 電子決済 SNS 仮想通貨 

遠隔医療 

防災 農業・漁業 

製造 

※ 運輸、農業・漁業、医療、防災、製造、観光、エンターテイメント 等 

自動運転 

DXが加速 
エンタメ 

観光 
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お客様 

様々な産業や社会システムで高まるニーズ 

2 

運輸 製造 農業漁業 観光 ｴﾝﾀﾒ 

・・・ 

多様なデバイス、アプリ 

・・・ 

集積されたデータを分野横断的に利活用 

必要なもの・サービスを、必要な時に、必要なだけ利用 

多様なデジタルサービス 

DXが進展 

医療 防災 
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ニーズ事例（防災） 

3 

現在 

防災カメラ 

一定画質 

映
像
送
信 

災害の恐れ 

一定画質向けに 

一定の帯域を 

予め確保 

防災センタ 

防災カメラ 

 通常時：一定画質 

 予兆時：高画質 

災害の予兆 

自治体/企業 

カメラ 

通常時：未接続または別システム/用途で使用 

負荷状況に 

あわせ自動で 

リソース追加 

映像解析 

アプリ 

映像解析 

アプリ 

防災センタ 

予兆発生時には 

通常の狭帯域を 

自律的に拡大 

負荷状況にあわせて 

リアルタイムに 

リソース追加し解析 

 様々なプレイヤーの個別システム（ソリューション、ネットワーク）を横通し
し、ダイナミックにデータを流通させる環境を整えることで、DXにより新たな
社会システムを構築し、社会的課題を解決することが可能 

ドライブ 

レコーダー 

スマート 

フォン 

DB 

解析結果 

将来 センサ/位置/ 

生体/交通情報 等 

スマート 

ウォッチ 

予兆発生にあわせて 

自動接続し映像送信 

災害連絡用 

システム等と 

情報連携 

映像解析 

アプリ 

代表点の映像を 

一定画質で解析 
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データ 

圧縮 

SDN 

データ 

分析 
データ 

変換 

伝送 

データ 

秘匿化 

仮想化 認証課金 

￥ 
顧客管理 位置情報 

データ 

蓄積 

セキュリティ 

ニーズの実現を支えるICT機能（例） 

リソース 

自動拡張 

データ 

収集 

マ
ル
チ
に
連
携 
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 社会システムを運営するサービサーの要望に応じてNWサービス・トランス 

ポート等を最適に組み合わせ、オーバーレイソリューションを提供する世の中
になっていくものと想定 

オーバーレイソリューション 

M
u

lti O
rc

h
e
stra

to
r 

Cloud エッジ 
クラウド 

NWサービス 

 

 

トランスポート 

事業者A 
事業者B 

お客様 

社会システムを運営するサービサー 

Cognitive 

Foundation 

【Cognitive Foundation®】 

 Multi Orchestratorと 

 ICTリソース（※）を連携し、 

 サービサーの要望に応じた 

    最適なICTリソースの構築・ 

    設定及び管理・運用を 

    一元化する仕組み 
（※）クラウド、NWサービス、トランスポート 等 

事業者C 

ICTリソースを組み合わせてエンド-エンドに連携 

Ctrl 
Ctrl 

Device 

Agent 

Ctrl 

Ctrl 

Ctrl 

Ctrl 

A
P

I 
A

P
I 

迅
速
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
の
配
備
と
構
成
の
最
適
化
を
実
現 

API 

API 

API 

【NWサービス】 

 通信事業者が、トランス 

    ポートと自社機能を自在に 

    組み合わせ、サービサーに 

 使い易いNWサービスを提供 

【トランスポート】 

 通信事業者に使い易い 

 伝送サービスを提供 

将来のネットワークの方向性 

卸
提
供 

社
会
シ
ス
テ
ム
提
供 

サ
ー
ビ
ス
提
供 
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NWサービス 

 

 

サービスA 
サービスB サービスC サービスD 

・・・ 

オープンなAPI 

共用ハード 
共用ハード 

（予備） 

突発故障 

自律的に移行 

（オートヒーリング） 

ソフト 

突発需要/故障や災害等にも 

自律的かつ迅速に回復・運用 

自律的に追加 

（オートスケーリング） 

突発需要 

共用ハード 

コントローラ 

全国の通信基盤を整備維持し 

安定的に運用 

災害 

トランスポート 

多様な利用シーン向けに 

高度な伝送機能を実現 

低遅延 

大量接続 

（IoT） 

高速・大容量 

優先制御 

 NWサービス事業者は、サービサーが使いやすい多種多様なサービスを提供 

 トランスポート事業者は、多様な利用シーンや故障・災害等にも対応する使い
やすい伝送サービスを安定的に提供、NWサービス事業者が必要に応じて活用 

コントローラ 

NWサービスとトランスポート 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjD3uHsg-fdAhUCiLwKHTiKC9kQjRx6BAgBEAU&url=http://img-o.starrypages.net/img-o/biru-4&psig=AOvVaw2rzftwIXIyRWZbae3Rt63P&ust=1538544712619318
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiV4uTtmufdAhUMU7wKHS4kAXUQjRx6BAgBEAU&url=http://img-o.starrypages.net/iconhoihoi/62-factory-purple&psig=AOvVaw0aEDeT--K9PLT06jwZ4zoL&ust=1538550859954725
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwi2xbGEiufdAhUEv7wKHST4BRoQjRx6BAgBEAU&url=http://www.sozaidas.com/114illust07.html&psig=AOvVaw1UxsuIo6E7U57ODsI5czzm&ust=1538546371971913
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 東西の光エリアカバー率は全国で96.3%※1。採算性確保エリアは自力開局。  
残るエリアは、国／自治体の財政支援で採算性の確保が見込まれる場合、エリ
ア拡大 

 ドコモのLTE人口カバー率は99.8%※2。近年、国の補助スキームにより採算性が
確保できる場合、エリア拡大。残るエリアは、現行の補助スキームでは採算性
確保が困難な状況  

 

 

5Gは、お客様やパートナー企業のニーズを踏まえつつ、収益性や投資効率
を重視したエリア展開を検討 

※1 ピーク時の固定電話施設数に対する光アクセスサービス提供エリア内の固定電話施設数の比率により算出 

※2 全国を約500メートル四方のメッシュに区切り、各メッシュの面積の50％超がカバーエリアに含まれる場合は、そのメッシュの総人口を分子として算出 

通信基盤整備の考え方（1/3） 

〔光エリアカバー率、LTE人口カバー率：2018年3月末時点〕 



Copyright 2018 NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE CORPORATION 8 

 お客様にできる限り負担をおかけしないよう固定電話を維持していく観点から、
ルーラルエリア等で、メタルケーブル再敷設が非効率となる場合、無線を含む
様々な選択肢から最適なアクセス回線を選択可能としていただきたい 

山間エリア 

無線による提供 

モバイル事業者 

基地局 

離島エリア 

モバイル事業者 

基地局 

無線による提供 

通信基盤整備の考え方（2/3） 

海底 

ケーブル 

メタル 

ケーブル 

海底ケーブル・メタルケーブル 

による提供 

× 

× 

老朽化 

⇒ 張替 

× 
老朽化 

⇒ 張替 

× 

メタルケーブルによる提供 
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 固定電話の代替として、複数の事業者がLTEとIPネットワークを組み合わせ、 

無線を用いた固定電話サービスを提供（自宅の電話機と専用機器を接続して利用） 

ホームプラス電話 

おうちのでんわ 
 

※0ABJ番号を使用 
専用機器 電話機 

（0ABJ番号） 

モバイル網 固定電話網 

メタル 

回線 

× 
SIM 

お客様宅 

他事業者の提供する 

無線を用いた固定電話サービス 

（2014年12月提供開始） 

（2017年7月提供開始） 

（参考）無線を用いた固定電話サービスの提供状況 

ＫＤＤＩ 

ソフト 

バンク 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjBzbHx5OTdAhUc7bwKHabOApMQjRx6BAgBEAU&url=https://illustcut.com/?p=588&psig=AOvVaw2T9SD6ZTiCtBU4BAf4Wn6p&ust=1538467356540128
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 「固定電話」を使わない方々が増えてきている中、いつまでも東西の加入電話が

ユニバーサルサービスであり続けるとは考えていない 

 今後の技術革新や「固定電話」が縮小していくといった市場環境の変化を踏まえ

た上で、技術中立的かつ経済合理的な観点から、何がユニバーサルサービスで 

あるのかという議論を、国民的なコンセンサスを得ながら慎重に進めていくこと 

が必要 

 過疎化や高齢化が進む中、古くからある社会インフラ（電話・水道・電気・道路

等）をどのような範囲でどう維持していくかは、重要な社会課題であり、 

コンパクトシティ化等の街づくり議論と併せた検討も必要 

将来のユニバーサルサービスの在り方について 

通信基盤整備の考え方（3/3） 
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 近年、動画配信サービスやオンラインゲームの利用拡大等に伴い、インター
ネットトラヒックが急増（年に1.3～1.4倍程度） 

 通信事業者のネットワークでも負荷が増大しており、今後もこの傾向は継続 

動画配信サービス等の推移（予測） 

2016          2017         2018         2019          2020         2021 

300 

 
 

250       

 

 
200       

 

 
150 

 

 
100 

 

 
  50 

 
 

    0 

ｴｸｻbps/月 

〔出典〕 放送サービスの未来像を見据えた周波数有効活用に関する検討分科会   

     （第2回）配布資料 「インターネットトラヒックの現状（MRI作成）」 

（1ｴｸｻ=10億ｷﾞｶﾞ） 

ブロードバンド契約者の総トラヒックの推移（実績） 

〔出典〕 総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計結果
（2018年5月分）」 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

Gbps 

約1.3倍 

約1.6倍 

約1.5倍 

約1.4倍 

約1.3倍 

ネットワーク中立性について（1/3） 
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周波数の拡張 

新たな周波数でエリア構築 

既存周波数帯 

（飽和状態） 
新たな 

周波数帯 

周波数利用効率の向上 

MIMO 

QAM 

基地局の高密度化  

高トラヒックな市街地 

ショッピングモール 

多数のスモールセルを
活用 

ネットワークの高速化 

複数の周波数を束ねることで実現 

するキャリアアグリゲーション(CA) 

294Mbps  3.5GHz 

294Mbps  3.5GHz 

400Mbps  1.7GHz 

受信時最大 

988 
Mbps 

※周波数の組み合わせは一例 

 NTTグループでは、トラヒック増加に対する設備増強等、様々な取組みを実施 

固定 モバイル 

既存周波数の利用効率を 

向上させる新技術を導入 

IPoE方式の利用拡大 

PPPoE方式に加え、大容量GW 

ルータによるIPoE方式を提供 

相互接続点の拡大 
新たにIPoE方式のPOIを開設予定 

増設工事等の対応 

装置更改、装置増設基準の見直し
等によるネットワークの大容量化 

NGN 
網終端装置 

POI 

中継NW 増設基準見直し 

神奈川POI 

千葉POI 

埼玉POI 

北関東ブロックPOI 

東北ブロックPOI 

北関東・甲信越 

ブロックPOI 

東海ブロックPOI 

愛知POI 
西日本集約POI 

関西１ブロックPOI 

大阪POI 

関西2ブロックPOI 

兵庫POI 

中四国ブロックPOI 

広島POI 

九州ブロックPOI 

福岡POI 

NGN 

GWルータ 

収容ルータ 収容ルータ 

網終端装置 

PPPoE 
方式 

IPoE 
方式 

東日本集約POI 

東京POI 

ISP網 
中継NW 

増速工事等 増速工事等 

北海道POI 

ネットワーク中立性について（2/3） 
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ネットワーク中立性について（3/3） 

ユーザ 通信事業者 

コンテンツ
プロバイダ 

プラット
フォーマー 

 今後も動画配信サービスやオンラインゲームを中心としたトラヒック増による
ネットワーク負荷増大が想定される中、ユーザ、通信事業者、プラットフォー
マー、コンテンツプロバイダ等、全てのステークホルダーがWin-Winとなるよ
う、持続可能なサービス提供の在り方について、ステークホルダー間でビジネ
スベースでの検討が必要 
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禁止行為規制の指定事業
者 

（特定関係法人） 

NTTグループ 
 

NTTグループ以外 

 

NTTグループ 
 

NTTグループ以外 

 

NTTグループ会社か否か等を問わず、公平な条件で提供 

契約数 ：1,162万回線（2018年6月末） 

事業者数：717者（2018年6月末） 

 卸料金の値下げによるコスト効率化成果の還元 

 利用者利便向上に向けた「事業者変更」の導入準備 

 業務支援メニュー等により異業種事業者等の参入支援 

 東西・ドコモは、グループ内外無差別・公平な条件で、卸サービス等を提供 

 

 パケット接続料の低減 （直近も毎年10％以上低減） 

 顧客システムに係るAPIの提供 

 IoT回線制御プラットフォーム機能の提供 

 HLR/HSS連携機能の提供 

ドコモMVNOのシェア：約50％※ (2018年6月末） 
 

        ※総務省公表値より推計 (MNOであるMVNOは除く） 

2015年度事業法改正を踏まえた取り組み状況（1/2） 

14 
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2015年度事業法改正を踏まえた取り組み状況（2/2） 

15 

光コラボ事例②AIを活用した万引き防止 

安定的な 

栽培 

巡回稼働 

削減 

夜間見回り 

の代替 

光コラボとAI（人工知能）を活用した万引き防止システムを組
合せて小売流通事業者の万引き被害を削減 

光回線 

光コラボとIoTセンサーを組合せて圃場環境を可視化すること
により、人手不足の解消・データに基づく安定的な栽培を実現 

光回線 

AI搭載カメラ 

①検知 ②受信 ③声がけ 

店舗スタッフ 

来店客の不審行
動を検知 

検知情報を店舗
スタッフへ通知 

なにかお探し
ですか？ 

ウ 
 ロ 
  ウ 
   ロ 

検知した来店者
へ声がけ 

MVNO事例②遠隔カメラによる高齢者見守り 

モバイル回線を活用し、建設生産プロセス全体のデータ収集と
一元管理を実現 

モバイル回線と監視カメラ等を組合わせた遠隔モニタリングに
より、独居高齢者とその家族を生活面からサポート 

建設生産 

プロセス 

プラットフォーム 

モバイル回線 

建設現場に関わる様々な 

お客様にデータ提供 

①検知 ②受信 ③抑止 

画像認識搭載カメラ 

独居老人の特定の
アクションを検知 

家族がカメラ映像
をスマホで確認 

録音した音声、 

又は呼びかけで抑止 

モバイル回線 

インターネット 

認識サーバ 

光コラボ事例①IoTの活用による人手不足の解消 MVNO事例①建設現場の生産性・安全性向上 

 光卸やMVNOの仕組みを活用して、多様なサービサーと連携し、新事業・ 

新サービスの創出等に努めているところ 

 ドコモでは、禁止行為規制の緩和により多様な連携が拡大。今後更に、メジャー
出資等するJV設立によるMVNO連携も規制対象外とする見直しをお願いしたい 
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 ドコモは、これまでも様々なお客様還元を継続的に実施 

 今後も、お客様サービスの向上を目指し、更なるお客様還元を実施していく 

ドコモによるお客様還元の取組み 

16 

●パケットパック 

 海外オプション 

●ずっとドコモ割プラス 

●ドコモの学割 

ご利用の多い 

お客さま 

端末を 

長くご利用の 

お客さま 

端末を 

ご購入の 

お客さま 

18年5月1日 開始 

●ウルトラデータパックへの 

 シンプルプラン適用 

●ウルトラパックの 

 ドコモ光セット割の 

 割引額拡大 

●docomo with 

●シンプルプラン 

●ウルトラシェアパック30 

●ケータイ補償の値下げ 

通話利用の 

少ないお客さま 

●ベーシックシェアパック、ベーシックパック 

18年5月25日 開始 

ご利用の少ない 

お客さま 

学生と 

その家族の 

お客さま 

海外に 

渡航される 

お客さま 

家の中でも 

ご利用の多い 

お客さま 

長くご利用 

たくさんご利用の 

お客さま 

18年3月15日 開始 

18年2月1日 開始 

●シンプルプランを全てのパケットパックに適用 

ご利用の多い 

お客さま 

17年5月24日 開始 

17年5月24日 開始 

17年6月1日 開始 

18年9月1日   「docomo with」端末に 

         iPhone 6s（32GB）を追加 

18年9月1日 100万契約突破 

18年9月3日  300万契約突破 
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 ドコモは、MVNOの要望に基づき、各種機能を提供し、市場の活性化に寄与 

 今後も、各種ご要望について真摯に協議していく 

ドコモによるMVNO要望への取組み 

17 

ドコモの直近の取り組み 

Ｍ 

Ｖ 

Ｎ 

Ｏ 

か 

ら 

の 

要 

望 接続料 

機能 

提供 

 パケット接続料を低減 

 支払猶予の実施 

 顧客システムに係るAPI機能の提供 

 IoT回線制御ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ機能の提供 
 

 HLR/HSS連携機能の提供 

（2017年1月～） 

（2018年1月～） 

（2018年3月～） 

今後も 

各種要望 

について、 

真摯に 

協議 

MVNOのIoTサービス 

提供に貢献 

MVNOの独自サービス 

提供に貢献 

様々な業務稼働 

削減に寄与 

MVNOの負担軽減を実現 

直近でも毎年10%以上低減 
（2008年度の接続開始時に比べ、約1/23の水準） 
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時代変化を踏まえた見直しが必要な規制（電気通信事業分野における主なもの） 

 ユニバーサルサービスの提供方法の柔軟化（無線方式等による提供） 

 LRIC（長期増分費用方式）による接続料算定の廃止 

 プライスキャップ（上限価格方式）による料金規制の廃止 

 固定電話に対するスタックテスト（接続料と利用者料金との関係の検証）の廃止 

 

 2030年頃までの我が国の社会・経済を展望すると、少子高齢化や人口減少に伴
う産業競争力の低下や地方の空洞化、自然災害の激甚化、インフラの老朽化、

教育格差の拡大等、社会的課題が山積 

 こうした社会的課題を解決し、Society5.0に掲げられる社会を実現するには、
様々な産業や社会システムにICTの力を取り入れていくことが必要 

 NTTグループとしても、加速化する様々な産業や社会システムのDXの推進や、
事業者や産業の垣根を越えてつながり、集積されたデータを分野横断的に利活
用する仕組み等、新たな社会づくりをサポートしていく考え。そのため、政府
でも、従来視点からの政策でなく、新たな社会づくりを促すような政策を推進

いただきたい 

 なお、不連続的かつ大きなテーマに真正面から取り組んでいく上で、従来の政
策をスクラップ＆ビルドすることが必要であり、通信の世界でも、電話時代の

競争環境を前提とした古い規制は速やかに見直していただくことが必要 

今後の政策課題 


